
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

                

北
極
探
検 

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ノ
ビ
レ
少
将
（
1885
～
1978
）
は

イ
タ
リ
ア
南
部
の
ア
ベ
リ
ノ
に
生
ま
れ
、
ナ
ポ

リ
大
学
で
工
学
を
学
ん
だ
後
、
イ
タ
リ
ア
陸
軍

航
空
隊
の
航
空
技
術
者
と
し
て
、
飛
行
船
の
設

計
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
1925
年
６
月
、

北
極
探
検
用
の
航
空
機
を
探
し
て
い
た
ア
ム
ン

ゼ
ン
の
求
め
に
応
じ
、
ノ
ビ
レ
少
将
は
、
自
分

で
設
計
・
建
造
し
た
半
硬
式
飛
行
船
Ｎ
１
号
を

売
却
（
ノ
ル
ゲ
号
と
改
名
、
ノ
ル
ゲ
は
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
意
）、
さ
ら
に
自
身
の
手
で
操
縦
し
て
見

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
1926
年
４
月
10
日
、

ロ
ー
マ
を
出
発
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
向
か
い
ま
し

た
。
４
月
14
日
、
探
検
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ア

ム
ン
ゼ
ン
、
資
金
を
提
供
し
た
ア
メ
リ
カ
の
探

検
家
エ
ム
ス
ウ
ォ
ー
ス
な
ど
、
総
勢
16
名
の
隊

員
と
ノ
ビ
レ
の
愛
犬
チ
チ
ナ
を
乗
せ
て
オ
ス
ロ

を
出
発
し
、
キ
ン
グ
ス
ベ
イ
を
経
由
し
て
、
寒

い
が
昼
ば
か
り
の
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
に
到
着
。

そ
こ
か
ら
５
月
11
日
の
朝
、
北
極
へ
向
か
い
ま

し
た
。
５
月
12
日
午
前
１
時
30
分
、
人
類
史
上

初
め
て
北
極
点
上
空
に
到
着
し
、
北
極
の
真
上

か
ら
ア
ム
ン
ゼ
ン
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
旗
を
、
エ

ム
ス
ウ
ォ
ー
ス
が
ア
メ
リ
カ
国
旗
を
、
ノ
ビ
レ

が
イ
タ
リ
ア
国
旗
・
ロ
ー
マ
市
旗
・
フ
ァ
シ
ス

ト
旗
な
ど
を
投
下
し
ま
し
た
。
ノ
ビ
レ
は
イ
タ

リ
ア
首
相
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
無
事
使
命
を
果

た
し
た
旨
を
無
線
で
報
告
し
た
後
、
人
類
未
踏

の
氷
原
の
上
を
飛
行
し
、
ア
ラ
ス
カ
の
バ
ロ
ー

に
向
か
い
ま
し
た
が
、
天
候
悪
化
の
た
め
テ
ラ

ー
と
い
う
エ
ス
キ
モ
ー
集
落
に
着
陸
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
北
極
点
か
ら
72
時
間
の
飛
行

で
し
た
（
こ
の
飛
行
コ
ー
ス
は
地
理
の
授
業
で

使
う
地
図
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。 

こ
の
探
検
飛
行
に
同
乗
し
、
初
め
て
北
極
点

を
飛
ん
だ
犬
が
チ
チ
ナ
で
す
。
チ
チ
ナ
は
白
に

ア
メ
色
の
ぶ
ち
の
あ
る
フ
ォ
ク
ス
ス
テ
リ
ア
で
、

生
ま
れ
て
ま
も
な
く
ロ
ー
マ
の
街
角
に
捨
て
ら

れ
て
い
た
の
を
、
ノ
ビ
レ
少
将
の
従
者
に
拾
わ

れ
、
少
将
の
愛
犬
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
常

に
少
将
の
お
供
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
飛
行
船

に
も
200
時
間
以
上
同
乗
し
て
い
ま
す
。
た
だ
北

極
探
検
で
は
、
飛
行
は
困
難
を
極
め
、
ス
ピ
ッ

ツ
ベ
ル
ゲ
ン
か
ら
北
極
へ
出
て
ア
ラ
ス
カ
へ
到

着
す
る
ま
で
、
ま
る
３
日
間
、
食
事
も
で
き
ず
、

た
だ
少
将
の
わ
き
に
じ
っ
と
蹲
っ
て
い
た
だ
け

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
北
極
点
を
飛
ん

だ
後
は
、『
小
さ
き
英
雄
チ
チ
ナ
』
と
し
て
世
界

的
に
知
ら
れ
、
東
京
朝
日
新
聞
で
も
来
日
直
後

の
1927(

昭
和
２)

年
１
月
26
日
の
夕
刊
で
【
愛
犬

チ
チ
ナ
物
語 

 

北
極
征
空
の
小
さ
き
英
雄 

ノ

ビ
レ
将
軍
に
お
供
し
た
チ
チ
ナ
の
喜
び
】
と
の

見
出
し
で
特
集
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

Ｎ
３
号
飛
行
船 

日
本
海
軍
が
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
飛
行
船
Ｎ
３

号
半
硬
式
飛
行
船
（
ノ
ル
ゲ
号
の
姉
妹
船
）
を

輸
入
し
、
そ
の
組
立
と
操
縦
術
教
授
の
任
に
つ

く
た
め
に
、
同
船
の
開
発
・
設
計
・
建
造
に
た

ず
さ
わ
っ
た
ノ
ビ
レ
少
将
が
愛
犬
チ
チ
ナ
と
共

に
、
1927
（
昭
和
２
）
年
１
月
25
日
午
後
１
時
、

横
浜
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
以
後
の
少
将
と
チ

チ
ナ
の
動
向
を
、
当
時
の
東
京
朝
日
新
聞
の
記

事
か
ら
た
ど
っ
て
み
ま
す
。
（
以
下
の

【 
 
 
 

】
内
は
そ
の
様
子
を
伝
え
る
東
京

朝
日
新
聞
の
見
出
し
） 

来
日
し
た
ノ
ビ
レ
少
将
一
行
は
、
１
月
27
日

午
後
、
常
磐
線
の
列
車
で
荒
川
沖
駅
に
到
着
。

出
迎
え
の
自
動
車
に
て
、
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊

に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
霞
ヶ
浦
海
軍

航
空
隊
で
は
一
行
を
空
中
か
ら
歓
迎
す
べ
く
、

同
隊
の
一
型
５
号
飛
行
船
を
藤
吉
大
尉
等
の
乗

員
が
操
縦
し
、
午
前
11
時
霞
ヶ
浦
を
出
発
、
常

磐
線
上
空
に
至
り
、
一
行
の
汽
車
を
出
迎
え
、

共
に
霞
ヶ
浦
に
帰
着
し
て
い
ま
す
【
ノ
ビ
レ
少

将
の
一
行
霞
ヶ
浦
へ 

愛
犬
チ
チ
ナ
を
連
れ
て

Ｎ
３
号
組
立
に
乗
り
込
む
】。 

東
京
朝
日
新
聞
は
、
早
く
か
ら
ノ
ビ
レ
少
将

と
チ
チ
ナ
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
ら
し
く
、
イ

タ
リ
ア
出
発
前
に
東
京
と
大
阪
で
の
講
演
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
有
名
人
の
独
占
記
事

掲
載
を
企
画
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
２
月
19

日
に
は
チ
チ
ナ
も
含
め
た
招
待
の
宴
を
催
し

【
チ
チ
ナ
も
お
膳
に 

 

昨
夜
本
社
が
紅
葉
館
に

ノ
少
将
招
待
】、
20
日
に
は
東
京
青
山
会
館
で
少

将
の
講
演
会
を
主
催
し
て
い
ま
す
（
東
京
に
先

立
ち
、
大
阪
朝
日
会
館
で
も
講
演
会
を
主
催
し

て
い
ま
す
）。
講
演
は
ス
ラ
イ
ド
上
映
入
り
で
行

わ
れ
、
少
将
の
講
演
中
チ
チ
ナ
は
演
台
の
上
で

ビ
ク
タ
ー
の
広
告
の
犬
そ
っ
く
り
の
姿
で
「
ヒ

ズ
・
マ
ス
タ
ー
ス
・
ヴ
ォ
イ
ス
」
を
聞
い
て
い

ま
し
た
【
聴
衆
あ
ふ
れ
た 

昨
夜
ノ
ビ
レ
少
将

北
極
探
検
の
講
演 

 

地
獄
篇
の
如
き
大
映
画
を

見
つ
つ
北
極
に
誘
い
込
ま
れ
た
満
堂
三
千
人
の

感
激
】。 

さ
ら
に
ノ
ビ
レ
少
将
は
、
３
月
10
日
に
土
浦

中
学
雨
天
体
操
場
で
、
真
鍋
町
在
郷
軍
人
分
会

主
催
の
講
演
会
も
行
っ
て
い
ま
す
（
詳
細
後
述
）。 

              

←太平洋戦争後期の 
阿見周辺図 

（霞ヶ浦海軍航空隊ＨＰより転載） 
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第７０号 

号 

 霞ヶ浦（その６）～ノビレ少将と愛犬チチナ（ティティーナ）～ 
 1927（昭和２）年１月にＮ３号半硬式飛行船をイタリアから運び、組
み立てたのがノビレ少将でした。彼は自ら設計した半硬式飛行船Ｎ１号
（ノルゲ号）を操縦し、ノルウェーの探検家アムンゼン（1911年に人類
史上初めて南極点到達）と共に、1926 年５月 12 日北極横断に成功して
います。ノビレ少将は霞ヶ浦海軍航空隊に滞在していますが、同年３月
10日午後２時より土浦中学雨天体操場に於いて、真鍋在郷軍人分會主催
の「北極探検に関する講演」をおこなっています。 

 

N３号飛行船  

昭和２年４月から日本最初の半硬式飛行船

として就航。同年 10月 23日、海軍大演習参

加中乱気流に巻き込まれ、伊豆神津島に不時

着、乗員 8名は脱出しましたが、その直後爆

発炎上してしまいました。この N３号の代船

として国産３式飛行船が建造されました。 

（霞ヶ浦航空隊ＨＰより転載） 



 

 

一
方
、
Ｎ
３
号
飛
行
船
の
組
立
作
業
は
、
作

業
場
と
な
っ
た
押
収
格
納
庫
の
扉
が
開
か
な
く

な
る
な
ど
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
、
遅

れ
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
終
了
し
、

４
月
６
日
進
空
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
10

時
25
分
、
押
収
格
納
庫
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
Ｎ

３
号
飛
行
船
は
少
将
の
操
縦
に
よ
り
霞
ヶ
浦
飛

行
場
を
離
陸
後
、土
浦
上
空
に
飛
来
し
、高
度
200

ｍ
で
数
回
旋
回
、
全
町
民
か
ら
歓
呼
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
常
磐
線
に
沿
っ
て
飛

行
し
、
千
葉
県
我
孫
子
上
空
で
引
き
返
す
と
、

さ
ら
に
霞
ヶ
浦
を
一
周
し
て
、
午
後
12
時
10
分

に
着
陸
、
無
事
進
空
式
を
終
え
ま
し
た
。【
海
軍

旗
船
尾
に
翻
り
エ
ヌ
３
号
の
進
空
式 

待
た
れ

た
晴
れ
の
初
飛
行
に 

け
さ
霞
ヶ
浦
上
空
の
壮

観
】。
そ
の
翌
日
の
７
日
に
は
、
少
将
が
、
昭
和

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
お
召
し
を
受
け
、
午
後

７
時
か
ら
赤
坂
離
宮
に
お
い
て
「
北
極
飛
行
に

つ
い
て
」の
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
28

日
早
朝
に
は
、
そ
の
雄
姿
を
東
京
上
空
に
現
し
、

約
１
時
間
に
わ
た
る
旋
回
飛
行
の
後
、
９
時
45

分
霞
ヶ
浦
上
空
に
帰
還
し
ま
し
た
。
東
京
朝
日

新
聞
で
は
、
行
程
17,403

km
に
お
よ
ぶ
訪
欧
飛
行
で

偉
大
な
記
録
を
樹
立
し
た
本
社
機
初
風
号
を
立

川
飛
行
場
か
ら
飛
ば
し
、
機
上
か
ら
の
取
材
と

写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
【
エ
ヌ
３
号
来
る
雄

姿
を
帝
都
の
空
へ 

 

船
上
の
ノ
ビ
レ
少
将
か
ら

本
社
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
】【
怪
物
を
迎
え
て 

 

初
風

機
上
か
ら
見
物
（
北
川
写
真
課
員
記
）】。 

し
か
し
、
以
前
か
ら
少
将
と
航
空
隊
と
の
間

に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
た
ら
し
く
、
首
都
へ

の
お
目
見
え
飛
行
を
終
え
た
ノ
ビ
レ
少
将
は
、

６
月
上
旬
ま
で
操
縦
指
導
の
た
め
滞
日
す
る
予

定
を
急
遽
変
更
し
、
５
月
14
日
正
午
、
霞
ヶ
浦

航
空
隊
を
退
隊
、
早
々
帰
国
の
途
に
着
き
ま
し

た
【
ノ
ビ
レ
少
将
さ
び
し
く
退
隊 

雨
の
霞
ヶ

浦
を
後
に
き
の
う
帝
国
ホ
テ
ル
へ
】。 

一
枚
の
写
真 

本
校
旧
本
館
の
ロ
ッ
カ
ー
の
奥
に
一
枚
の
写

真
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
外
国
人
男
性
７
名
を

前
列
に
旧
本
館
の
玄
関
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で

す
。
右
下
に
「
常
陸
土
浦
町
ま
な
べ
石
塚
寫
真

館
」
の
ロ
ゴ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
裏
書
き
に
は

「
真
鍋
分
會
小
○
校
」、「
土
浦
中
学
○
校
長
へ
」

と
だ
け
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
○
は
不
明
な
文
字
）。

人
物
名
や
年
月
日
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

大
正
15
年
度
（
大
正
15
年
４
月
～
昭
和
元
年
～

昭
和
２
年
３
月
）
教
務
日
誌
の
昭
和
２
（
1927
）

年
３
月
10
日
（
木
）
に
「
毎
時
30
分
（
短
縮
）

授
業
と
し
て
午
後
１
時
よ
り
本
校
雨
天
体
操
場

に
於
て
、
ノ
ビ
レ
少
将
の
講
演 

真
鍋
在
郷
軍

人
会
分
会
主
催
を
聴
す
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、「
進
修
26
号
」
本
校
記
事
の
欄
に
「（
昭

和
２
年
）
３
月
10
日 

午
後
２
時
よ
り
雨
天
体

操
場
に
於
い
て
、
真
鍋
在
郷
軍
人
分
會
主
催
の

『
ノ
ビ
レ
少
将
の
北
極
探
検
に
関
す
る
講
演
あ

り
』
と
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時

に
撮
ら
れ
た
写
真
と
思
わ
れ
ま
す
。
前
列
左
か

ら
３
人
目
に
ノ
ビ
レ
少
将
が
、
左
端
の
人
の
膝

の
上
に
チ
チ
ナ
が
写
っ
て
い
ま
す
。 

              

こ
の
写
真
を
発
見
し
た
久
保
田
高
広
氏
（
高

校
33
回
卒
）
は
「
ノ
ビ
レ
少
将
一
行
と
講
演
会

参
加
者
の
記
念
写
真
と
思
わ
れ
ま
す
。
ノ
ビ
レ

少
将
の
両
脇
の
女
性
は
、
袴
姿
か
ら
真
鍋
小
学

校
の
先
生
の
よ
う
で
す
。
削
り
取
ら
れ
て
い
る

人
た
ち
は
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
軍
帽
の
角

や
軍
服
の
詰
め
襟
、
カ
ー
キ
色
と
思
わ
れ
る
軍

服
の
色
か
ら
、
陸
軍
の
人
た
ち
で
、
真
鍋
在
郷

軍
人
会
の
方
々
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
終
戦

直
後
、
学
校
関
係
者
が
進
駐
軍
の
追
求
を
恐
れ

て
、
削
り
取
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
海
軍
の
ネ

イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
の
外
套
を
着
た
人
（
２
列
目
右

か
ら
３
番
目
）
は
、
軍
帽
を
着
用
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
一
般
人
と
思
わ
れ
て
、
消
去
さ
れ
ず

に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
外
套
の
肩
に
付

け
ら
れ
た
階
級
章
は
桜
１
つ
の
少
佐
な
の
で
、

ノ
ビ
レ
少
将
滞
在
中
に
通
訳
を
務
め
て
い
た
航

空
隊
の
大
谷
少
佐
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

約
一
ヶ
月
後
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
前
で

講
演
を
す
る
こ
と
に
な
る
人
物
が
、
な
ぜ
土
浦

中
学
で
も
講
演
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

そ
の
辺
の
詳
細
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
い
は
ら
き
新
聞
３
月
２
日
の
夕
刊
に
【
ノ

ビ
レ
少
将 

北
極
探
検
講
演 

10
日
土
中
で
】

と
の
見
出
し
で
、「
エ
ヌ
３
号
航
空
船
組
立
の
た

め
、
霞
ヶ
浦
航
空
隊
に
滞
在
中
の
ウ
ン
ベ
ル

ト
・
ノ
ビ
レ
少
将
は
真
鍋
町
在
郷
軍
人
会
の
招

き
に
応
じ
て
、
３
月
10
日
の
陸
軍
記
念
日
に
午

後
２
時
か
ら
土
浦
中
学
校
で
講
演
を
行
う
が
、

北
極
探
検
に
際
し
て
撮
影
し
た
幻
燈
及
び
活
動

写
真
も
公
開
す
る
は
ず
で
あ
る
」
と
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
真
鍋
町
在
郷

軍
人
会
で
は
、
３
月
10
日
が
陸
軍
記
念
日
（
1905

年
３
月
10
日
に
、
日
露
戦
争
の
奉
天
会
戦
で
大

日
本
帝
国
陸
軍
が
勝
利
し
、
奉
天
、
現
在
の
瀋

陽
を
占
領
し
て
奉
天
城
に
入
城
し
た
日
を
記
念

し
て
設
け
ら
れ
た
）
で
あ
り
、
そ
の
催
し
も
の

と
し
て
、
少
将
の
講
演
会
を
企
画
し
た
の
で
し

ょ
う
。
ま
だ
航
空
隊
と
の
関
係
も
良
好
な
頃
で
、

少
将
も
地
元
と
い
う
こ
と
で
引
き
受
け
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
講
演
の
内
容
は
２
月
に
行
わ
れ

た
大
阪
や
東
京
の
講
演
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
傍
聴
し
た
生
徒
の
感
想
文
な
ど

が
何
故
か
進
修
誌
上
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
ち
ら
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。 

北
極
再
探
検
・
遭
難 

日
本
か
ら
帰
国
し
た
ノ
ビ
レ
少
将
は
1928
（
昭

和
３
）
年
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
か
ら
の
国
家
援

助
に
よ
っ
て
設
計
・
建
造
し
た
飛
行
船
イ
タ
リ

ア
号
で
２
度
目
の
北
極
探
検
に
挑
み
ま
し
た
。

隊
員
16
名
と
と
も
に
北
極
点
に
到
達
し
ま
し
た

が
、
５
月
25
日
、
飛
行
船
が
墜
落
し
て
遭
難
、

ゴ
ン
ド
ラ
部
分
と
気
嚢
部
分
が
分
離
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
生
存
者
た
ち
が
無
線
機
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
発
信
す
る
と
、
国
際
的
な
救
援
活
動
が
開
始

さ
れ
、
６
月
末
ま
で
に
ノ
ビ
レ
少
将
以
下
８
名

の
隊
員
と
愛
犬
チ
チ
ナ
が
救
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

飛
行
艇
ラ
タ
ム
47
で
捜
索
に
赴
い
た
ア
ム
ン
ゼ

ン
が
遭
難
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿)

 

 予
科
練
平
和
記
念
館 

第
４
回
企
画
展 

写
真
で
見
る
阿
見
町
と
航
空
隊 

 

平
成
26
年
６
月
３
日
（
火
）
～
８
月
31
日
（
日
） 

日
本
初
の
飛
行
練
習
部
隊
で
あ
る
「
霞
ヶ
浦
海
軍 

航
空
隊
」、
土
浦
～
阿
見
間
を
走
っ
て
い
た
鉄
道
風 

景
な
ど
、
往
事
の
阿
見
町
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て 

い
ま
す
。
本
号
で
取
り
上
げ
た
ノ
ビ
レ
少
将
の
紹 

介
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。 

 

旧本館玄関前記念写真 

（本校旧本館所蔵資料より） 


